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■ 株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会
証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社で
はお手続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。
証券会社の口座をご利用でない株主様は、上記電話照会先までご連
絡ください。

■ 特別口座について
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用され
ていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信
託銀行株式会社に口座（特別口座といいます）を開設しております。
特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、上記の電
話照会先にお願いいたします。

株主メモ
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皆様へ

将来を見据えて事業の見 直しと再構築をはかり、
利益体質の構築を推進し てまいります。

　当第2四半期連結累計期間における
わが国経済は、企業業績向上や雇用情
勢の改善の動きなど緩やかな回復が見ら
れました。しかしながら、中国をはじめとす
る新興国経済の減速や英国の国民投

票におけるEU離脱の選択等にともなう世界経済の下振れ
への警戒感などもあり、依然として先行き不透明な状況で推
移いたしました。
　衣料品業界におきましては、全体の消費マインドの改善は
見られず、高額品を中心としたインバウンド需要に減速感が
見られるなど、厳しい状況下にあります。
　このような経営環境が続くなか、当社グループは「お客様
第一」「品質本位」の基本理念を基に、グループ全体で経営
の効率化に取り組んでまいりました。
　衣料事業につきましては、小売販売の株式会社ニューヨー
カーにおいて効率化のために不採算店舗を閉店したことや
8・9月の売上が低調だったこと、OEM（取引先ブランド製造
卸）の受注・販売において受注が減少したことなどにより、売
上高は前年同四半期比で減少いたしました。
　不動産賃貸事業につきましては、小田原の商業施設「ダイ
ナシティ」WEST館のリニューアルを実施している影響などに

より、売上高は前年同四半期比で減少いたしました。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間における売上
高は9,640百万円（前年同四半期比14.3％減）、営業損失
は1,065百万円（前年同四半期は営業損失916百万円）、
親会社株主に帰属する四半期純損失は1,535百万円（前
年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失556
百万円）となりました。

　中国において衣料原料・製品の製造
を行う製造子会社は、より付加価値を生
み出せる企業に転換するために経営体
制の抜本的な改革を進めております。そ
の一環として、2016年9月に上海市松

江区の工場の操業を停止することといたしました。紡織事業
は自社工場における製造を停止し、国内外の協力工場と連
携して製造体制を構築してまいります。衣料製品の縫製事業
は、既存の安徽省馬鞍山および上海市松江輸出加工区の
工場において事業を継続してまいります。
　オーダースーツの受注販売を行っているパターンメイド事業
は、百貨店婦人服フロアへの出店を進め、ウィメンズアイテム
の取り扱いを充実させてまいりました。ブランド名を新たにし、

着実な成長を目指して強化を進めてまいります。
　当社の主力ブランドである「ニューヨーカー」は、銀座フラッ
グシップショップを活用してブランド価値をさらに高め、確固た
る地位の確立と顧客満足度の向上に注力してまいります。
不採算の店舗を閉店する一方、Eコマースはオンラインストア
のさらなる拡充や外部モールへの出店などを進め、収益性向
上を目指してまいります。
　カジュアルスタイルを展開する「ニューヨーカーブルー」は、
独創的で他と同質化しないブランドを目指してまいります。既
存店舗の強化と新規店舗のオープンにより地域顧客の獲得
に注力し、新たなブランドとして収益構造の確立を目指してま
いります。
　不動産賃貸事業では、小田原の商業施設「ダイナシティ」
は、西武小田原店と専門店で構成されるウエスト館のリ
ニューアルを行っております。地域密着・地域共生という原点
を大切にしながら、地域を牽引するライフスタイル発信拠点を
目指して施設全体の魅力を高めてまいります。

皆様におかれましては、平素より格別のご高

配を賜り厚く御礼申し上げます。

当社グループは「お客様第一」「品質本位」

の基本理念の基、製造から販売まで完結でき

る総合力を活かし、利益体質の構築を推進し

ております。

事業環境の変化に合わせ、将来を見据えて事

業の見直しと再構築をはかり、中長期にわたり

お客様からご信頼いただける企業としての発

展と社会への貢献を果たす所存であります。

皆様におかれましては、今後とも当社グルー

プの経営にご理解とご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

代表取締役社長 代表取締役副社長代表取締役社長 代表取締役副社長
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当期の
営業の概況

中長期的な
取り組み



人と人とがつながり、親子3世代でも楽しんでいただける、発見と驚きに満ちたにぎわいの空間。そこは、街の中心にある居心地の
良い大きな公園のように、毎日でも行きたくなる場所。これからも、地域を牽引するライフスタイル発信拠点として、地元にこだわり、
地元に愛されるショッピングセンターを目指してまいります。

2016年春より開始した改装は、専門店ゾーンを大幅に増床し、新たなアパレルテナントの導入、産直ゾーンやフードコートゾーンへ
の改装に加え食物販テナントの導入を進め、2016年11月25日にリニューアルグランドオープンいたします。

これまでに、キッズゾーン
の完成ほか、ファッション
ショップ14店舗の新規出
店、既存7店舗のリニュー
アルが完了しました。

キッズゾーン（9月オープン） 新規に14店舗が10月までにオープン

産直ゾーン（12月オープン） フードコートゾーン

「Atraer」はスペイン語で「魅了する、惹きつける」という意味。身にまとうこ
とで、自分自身の内面も含めた「個性」で周りを魅了したい、「ATRAER/ア
トラエル」にはそんな思いが込められています。

選ぶ楽しさから、
より美しく見えるうれしさへ

シャープでスリムな印
象のストレートタイプ

女性らしいラインを描
く基本のタイプ

メリハリのあるシルエッ
トのグラマラスタイプ

サイズ展開は5号から19号。さらに身体のラインを美しく見せる独自のシルエット「Slim」、
「Modern」、「Luxe」をご用意し、よりフィットとした1着をお届けいたします。

ミリオンクラブ東京店

西武池袋本店 4Fモードプラス

そごう横浜店 4Fモードプラス

日本橋高島屋 4Fエクセラウンジ

新宿高島屋 4Fエクセラウンジ

阪急うめだ本店 4Fオフィススタイル

展開店舗

産直ゾーン、フードコート
ゾーンに加え3店舗のレ
ストランが新規オープンい
たします。

「ダイナシティ ウエスト」が
リニューアルオープン。

http://www.atraer.jp/

ウィメンズ・パターンオーダー

「ATRAER /アトラエル」が2016年9月デビュー。

NEW
OPEN

詳細はホームページをご参照ください

婦人服オーダー「ミリオンクラブ／クラス」は「アトラエル」とブランド名を新たに、女性ならではのシ
ルエットの美しさを追求し、より洗練されたウイメンズ・パターンオーダーとして生まれ変わりました。

43

特集①:ダイナシティ 特集②:ウィメンズ・パターンオーダー事業



2016年秋冬コレクション・テーマは

“The Finding Portland”。

身のまわりにあるすべてを一つひとつ大切にしながら、

ニューヨークのトライベッカで暮らすJohnとAnnabelle。

ふたりは雑誌社の出版記念パーティーに出席するため、

オレゴン州ポートランドへ。 

歴史あるトラッドスタイルを生かしながらモダンにアレンジし、

心地よさを感じられるアイテムを展開しています。

カジュアル・ラインでは、太平洋に
沿って続くオレゴン・コーストの冬
の海に広がる景色と、ゆるやかに
沖に向かって吹く風をイメージした、
大人のためのホリデースタイルを
展開しています。

ドレス・ラインでは、あたたかな色彩
が溢れるポートランドのカフェをイ
メージし、上質な暮らしを求める
人々が集うポートランドらしさを、ナ
チュラルなトーンで描くスタイルを
展開しています。

“Coffee & Portlanders”では、一
杯ずつ丁寧にいれたコーヒーを好
み、ゆとりと上質な暮らしを好む女
性をイメージし、 あたたかな色彩で
表現したトラディショナルスタイル
を提案しています。

美しいマウント・フッドや深い緑と霧
に覆われた山道、可憐なエルダー
フラワー、針葉樹と静けさに包まれ
た湖・・・。 “Forest Park”では、そん
なネイチャーフレンドリーで温かな
ムードを表現しています。

2016 Autumn & Winter Collection

システムを刷新し、
EC事業をより強化。

進化するIT技術に柔軟に対応し、拡張性の高いシステムに入れ替えることで・・・

ニューヨーカーでは、EC（Eコマース）事業において、スマート
フォンに対応したニューヨーカー公式アプリとの連動によるEC
サイトへの誘導など、新規顧客獲得に向け事業を進めてきまし
た。さらなるサービスの向上、お客様の利便性の向上のため、
今後、外部モールとのシステム連携や在庫の一元管理を可能
とするよう、ECシステムの刷新（2017年夏を予定）に取り組
んでまいります。

ニューヨーカー公式通販ストア
「NY．online」

機能の追加や改修が素早く行え、お客様にとって使いやすいECサイトを提供していきます。

外部モールや実店舗を含めたすべての在庫データを連携させ、お客様の購入機会を確保します。

ブランドごとのECサイトを設け、お客様と商品、ブランドコンテンツの接点を増やしていきます。

1

2

3

外部モールは、これまでにマガシーク、アマゾ
ンほか計4モールに出店していましたが、
2016年10月6日より、日本最大級のファッ
ション通販サイト「ZOZOTOWN」でも展開を
開始しました。

ゾゾタウン ニューヨーカー
■  ニューヨーカー

http://zozo.jp/brand/newyorker/

■  ニューヨーカー ブルー

■  ニューヨーカーバイケイタマルヤマ
http://zozo.jp/brand/newyorkerblue/

http://zozo.jp/brand/
newyorkerbykeitamaruyama/

5 6

ニューヨーカー2016年秋冬コレクションのご紹介特集③:ニューヨーカー　EC事業の今後
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　受取手形及び売掛金の減少、たな卸資
産の増加、有形固定資産の増加、投資有価
証券の時価評価の影響などにより、資産合
計は前期末比9億97百万円減少し413億
62百万円となりました。

■ 資産合計

　未払法人税等の減少、長期預り保証金の
減少、短期・長期借入金の増加などにより、
負債合計は前期末比30億22百万円増加
し236億67百万円となりました。

■ 負債合計

　利益剰余金の減少や保有する有価証券
の評価の影響などから、純資産合計は前
期末比40億20百万円減少し176億94
百万円、自己資本比率は42.4％（前期末
は50.8％）となりました。

■ 純資産合計

通期 　　  第2四半期

売上高 単位：百万円

26,024

49.7

2014年
3月期

2015年
3月期

30,000

0

20,000

10,000

営業利益 単位：百万円

2014年
3月期

2015年
3月期

1,000

-2,000

-1,000

0

経常利益 単位：百万円

2014年
3月期

2015年
3月期

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 単位：百万円

2014年
3月期
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3月期
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0

純資産 単位：百万円
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3月期
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3月期
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自己資本比率 単位：パーセント
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3月期
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3月期
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12,027

88 91

△666△597

△1,817

22,807 23,771
50.8

2016年
3月期

2016年
3月期

2016年
3月期

△556

21,715

10,95210,952

24,494 23,813
50.9

9,640

2017年
3月期

2017年
3月期

2017年
3月期

42.4

2017年
3月期

2017年
3月期

2017年
3月期

△1,535

17,694

11,25111,251
△817

△531△531 △566△566

△916△916

△918 △1,065△1,049

△588

△48

136

△661

△549△549

△1,526

△819

　オーダースーツの受注販売はウィメンズの
強化などにより売上高が増加しましたが、株
式会社ニューヨーカーを中心とする小売販
売において効率化のために不採算店舗を閉
店したことや8・9月の売上が低調だったこと、
OEM（取引先ブランド製造卸）の受注・販売
において受注が減少したこと等により、売上
高は前年同四半期比で減少いたしました。

　小田原の商業施設「ダイナシ
ティ」において、西武小田原店と
専門店で構成されるWEST館の
リニューアルを実施している影響
等により、売上高は前年同四半
期比で減少いたしました。

不動産賃貸事業 衣料事業

79.1％
20.9％

前第2四半期
連結会計期間

2015年4月1日〜
2015年9月30日

当第2四半期
連結会計期間

2016年4月1日〜
2016年9月30日

前連結会計年度
2015年4月1日〜
2016年3月31日

売上高 11,251 9,640 23,813
売上原価 5,918 4,888 11,959
売上総利益 5,332 4,751 11,853
販売費及び一般管理費 6,248 5,817 12,772
営業損失（△） △ 916 △ 1,065 △ 918
営業外収益 401 328 808
営業外費用 146 789 439
経常損失（△） △ 661 △ 1,526 △ 549
特別利益 90 61 1,703
特別損失 16 5 193
税金等調整前四半期純損失（△）
又は税金等調整前当期純利益 △ 587 △ 1,470 959

法人税、住民税及び事業税 292 171 728
法人税等調整額 △ 316 △ 97 143
法人税等合計 △ 24 73 871
四半期純損失（△）又は当期純利益 △ 563 △ 1,544 87
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
又は非支配株主に帰属する当期純損失（△） △ 6 △ 8 △ 3

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
又は親会社株主に帰属する当期純利益 △ 556 △ 1,535 91

（注） 売上高構成比は、セグメント間の内部売上高を含む金額で算出しております（合計額9,738百万円を分母として算出）。

前第2四半期
連結会計期間末
2015年9月30日現在

当第2四半期
連結会計期間末
2016年9月30日現在

前連結会計
年度末

2016年3月31日現在

（資産の部）
流動資産 11,933 11,790 11,756
固定資産 32,157 29,572 30,603

　有形固定資産 9,794 9,682 8,941
　無形固定資産 789 484 597
　投資その他の資産 21,573 19,405 21,065
資産合計 44,091 41,362 42,360

（負債の部）
流動負債 8,995 8,855 8,789
固定負債 13,124 14,812 11,855

負債合計 22,120 23,667 20,645

（純資産の部）
株主資本 18,869 17,432 19,340
その他の包括利益累計額 2,931 110 2,192

新株予約権 115 140 128
非支配株主持分 54 12 53

純資産合計 21,970 17,694 21,715
負債純資産合計 44,091 41,362 42,360

（特に記載のない限り2016年9月30日現在の状況です。）
業績・財務関連情報（連結）

事業別営業概況 財務状態 四半期貸借対照表（要旨）      単位：百万円 四半期損益計算書（要旨）      単位：百万円
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■ 発行可能株式総数

■ 発行済株式の総数（自己株式を含む）

■ 株主数

150,000,000株

37,696,897株

27,085名
（前期末 31,127名）

＊本報告書に記載されている計画、戦略などは、将来の予測であってリスクや不確定要素を含んでおります。

■ 株価の推移グラフ
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■ 所有者別株主数分布

■ 所有者別株式数分布

その他の法人
0.53%

証券会社
0.10%　 

自己名義
0.00%　 

外国法人等
0.33%

個人その他
98.93%

金融機関
0.11%

金融機関
24.00%

その他の法人
31.71%

外国法人等
2.33%

証券会社
1.43%

自己名義
6.17%

個人その他
34.36%

■ 大株主

株主名 所有株式数（百株）

76,000

15,950

12,927

11,340

11,283

9,310

5,293

株式会社オンワードホールディングス

株式会社ソトー

三井住友海上火災保険株式会社

三井住友信託銀行株式会社

株式会社みずほ銀行

明治安田生命保険相互会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

（注） 当社所有の自己株式（4,052,663株）は、上記大株主からは除外しております。

株式会社ダイナシティ

不動産賃貸事業

統括及び管理会社

大都利美特（中国）投資有限公司
（DAIDOH LIMITED (CHINA) HOLDINGS CO., LTD.）

　当社グループの連結子会社は10社、
持分法適用関連会社は1社あり、取り
扱い品目や顧客は各社により異なって
おりますが、グループを通して『お客様
第一』『品質本位』の基本理念を共有し
て事業運営に当たっております。

統括及び
管理会社

不動産
賃貸事業

衣料事業

事業活動と主要なグループ会社

製　造 大同利美特（上海）有限公司
（DAIDOH LIMITED（SHANGHAI）CO., LTD.）

大同佳楽登（馬鞍山）有限公司
（DAIDOH JARDIN（MAANSHAN）CO., LTD.）

大同利美特時装（上海）有限公司
（DAIDOH LIMITED CLOTHING（SHANGHAI）CO., LTD.）

大同利美特染整（上海）有限公司
（DAIDOH LIMITED DYEING & FINISHING（SHANGHAI）CO., LTD.）

株式会社ニューヨーカー

上海　　克服装　售有限公司
（SHANGHAI NEWYORKER CLOTHING SALES CO., LTD.）

株式会社ダイドーインターナショナル

大同利美特商貿（上海）有限公司
（DAIDOH INTERNATIONAL (SHANGHAI) CO., LTD.）

＊株式会社ブルックス ブラザーズ ジャパン

＊＝持分法適用関連会社

衣料事業

販　売

■ 主要な事業所

本社 東京都千代田区
外神田三丁目１番16号

■ 従業員の状況

株式会社ダイドーリミテッド
企業集団の合計

64名
1,169名

■ 主な借入先

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行
三井住友信託銀行株式会社
株式会社三井住友銀行

5,350百万円
5,150百万円
3,000百万円

借入先 借入金残高

■ 株式会社 ダイドーリミテッド
    DAIDOH LIMITED

創 業
設 立
資 本 金

1879年（明治12年）1月
1949年（昭和24年）10月17日
6,891,851,938円

（注） 取締役 宮本嘉興、西岡和行の両氏は、社外取締役であります。
　   監査役 田口哲朗、武田昌邦の両氏は、社外監査役であります。

代 表 取 締 役 社 長
代 表 取 締 役 副 社 長
取 締 役 上 席 執 行 役 員
取 締 役 上 席 執 行 役 員
取 締 役 執 行 役 員
取 締 役 執 行 役 員
取 締 役
取 締 役
監 査 役 （ 常 勤 ）
監 査 役 （ 常 勤 ）
監 査 役 （ 弁 護 士 ）
監 査 役 （ 弁 護 士 ）

大　川　　　伸
川　西　靖　彦
戸　澤　かない
福　羅　喜代志
上　條　浩　之
齋　藤　文　孝
宮　本　嘉　興
西　岡　和　行
鈴　木　森　夫
中　島　英　治
田　口　哲　朗
武　田　昌　邦

■ 取締役および監査役

会社概要

（特に記載のない限り2016年9月30日現在の状況です。）
株式関連情報会社情報

株式の状況


